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東京2020大会のレガシーを継承するため、小山町、裾野市と連携し地域住民がサイクル
スポーツをする・見る機会を創出した。今後は、富士山1周コース（フジイチ）のナショ
ナルサイクルコース指定に備えた機運醸成として事業を実施していく。

2市1町スポーツツーリズム推進協議会

国際自転車ロードレース大会の開催支援、観戦勧奨

ツアーオブジャパン（TOJ）応援観戦 ５月23日（金）

参加者 高根中学校２年生及び教諭50名 一般客80名程度

・柴怒田地区オカムラTOJコース横広場にビジョンカーを設置しレース中継を行った。

・参加者はカウベルを鳴らしながら選手を応援し自転車競技を観戦した。

サイクルボール ４月26日（土）～２月1日（日） 参加者452名

９月28日（日）・・・スペシャルチャレンジDAY

・アプリ「TraVero」に掲載された日本全国の名だたる１周コース（全16コース）の一つとして

富士山1周を設定。期間内に走破した方には豪華景品をプレゼント。

・サイクリスト誘客とともに地域住民の自転車に乗る機会としても創出した。

・９月28日はスペシャルチャレンジとして１DAYのイベントを裾野で開催。完走者特典として地域

のお土産をプレゼント。募集開始すぐに定員（40名）に達した。

オリンピックコースを活用したサイクリングイベント
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御殿場小山ゴルフ振興事業実行委員会

・ゴルフ場PR動画をイベント等PRブースや市役所庁舎内で放映

・スポーツタウン御殿場YouTubeチャンネルにて動画掲載

・スポーツタウン御殿場HP内で情報発信（大会開催報告・各種事業・市内所属プロ結果報告 等）

御殿場市・小山町が連携しゴルフ振興施策の展開を図った。スナッグゴルフ大会の開催・
開催支援やジュニアゴルフレッスン会の開催支援を行い、子どもたちがゴルフに触れる機
会を創出。また地域の魅力発信・市内回遊促進のためにハーフコンペを実施した。

広報事業 ～「富士山が見えるゴルフ場」のPRと市内周遊促進

ゴルフ人口拡大事業

・小学校スナッグゴルフ大会の開催・開催支援（JGTO主催：5/10、11/16 委員会主催：3/1）

・小学校のスナッグゴルフクラブへプロ講師を派遣（市内４校）

御殿場小山ゴルフ場利用キャンペーン

・地域の地場産品を賞品としたハーフコンペ「みくりやGPカップ」を19コースで開催

期間：10月～11月 2,000名以上が参加
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4年連続国内プロゴルフツアー来場者数1位となった「三井住友VISA太平洋マスターズ」 と
いったプロゴルフトーナメントの開催支援、市内ゴルフ場による地域活性化を目的としたコ
ンペへの開催支援を行った。

ゴルフ大会への支援

三井住友VISA太平洋マスターズ 主催：三井住友カード株式会社

開催日：11月13日（木）～16日（日） 会場：太平洋クラブ御殿場コース

来場者：33,164名（4日間計）※4年連続男子ゴルフツアー年度最多入場者数を記録

御殿場協力会では、御殿場駅周辺を中心にフラッグなどの装飾やクリーンアップ活動に

よる機運醸成、小学生、高校生見学会の実施、ステップ・ワン様、金華豚研究会様、お

ざわ農園様によるおもてなし「御殿場マルシェ」の開催で大会を盛り上げた。

主催：株式会社太平洋クラブマルハンカップ太平洋クラブシニア

開催日：8月23日（土）、24日（日）

会場：太平洋クラブ御殿場コース

来場者：4,057人（２日間計）

飲食ブースにおいて、金華豚フランク、レタスバーガーなど地元の食材を使ったグル

メを来場者に楽しんでいただいた。また大会への協賛品として、JA富士伊豆「御殿

場コシヒカリ」を提供した。
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各種団体主催イベントの開催

様々な団体の皆様によりスポーツに関する取組みが積極的に行われ、スポーツを通じた
地域活性化が図られました。

日時：5月13日（土） 会場：御殿場市馬術・スポーツセンター 来場者：約1,000人

センターに市民が気軽に来場いただく機会を創出するため、うさぎやハリネズミとのふれあい、

乗馬体験、働く車の展示、装蹄師や獣医師の出展があり、馬場馬術大会なども実施された。

UMA FESTA ・ 内国産馬術大会
主催：御殿場市馬術・スポーツセンター

（指定管理者：御殿場総合サービス株式会社）

日時：4月12日（土） 会場：高根ふれあい広場 参加者：91名

第3回も参加者は小学生～90代という幅広い年齢層だった。性別や年齢関係なく楽しめるモルックは、

初心者でも参加しやすい大会であり、お互いを褒め称える姿や相手チームにアドバイスをする姿が見

られた。毎年人気の大会となっている。

第3回ふれあいモルック大会 主催：御殿場市 主管：御殿場市スポーツ推進委員会

清水エスパルス ファミリータウン プロモーション 主催：株式会社エスパルス

日時：5月3日（土祝） 会場：国立競技場 入場者数：52,847名

モルック体験ブースを出展。現役選手による御殿場市のプロモーション写真やPR4コマ漫

画、御殿場市パルちゃんイラストの制作等、様々なコラボレーションを実施しました。
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富士山サマースポーツフェスティバル
主催：富士山サマースポーツフェスティバル実行委員会

日時：8月３日（日） 会場：市陸上競技場、テニスコート
秩父宮記念第50回富士登山駅伝競走大会、オープンテニス大会が実施された。今年度は記念すべき第50
回大会のため、1時間と拡大しテレビ放映を行った。

（玉穂報徳会、中畑愛郷会、御殿場愛郷報徳社による特別協力）

日時：6月13日（金） 会場：静岡県立御殿場特別支援学校 参加者：30名

中学部2年15人の生徒と富士見原地区の地域福祉委員15人のみなさまとのボッチャによる交流会が行わ

れた。今回のボッチャは学校特別ルールで行われ、生徒と委員のみなさまはお互いに声を掛け合い楽しく

ボッチャに取り組んでいた。

ボッチャ交流会 主催：静岡県立御殿場特別支援学校

日時：7月5日（土） 会場：御殿場市体育館 参加者：約3,500名

モルック体験コーナーを市スポーツ推進委員会が協力し運営を行った。実際にやったことはないという

親子が多く見られ、誰でも気軽にできるスポーツの推進をPRした。

ごてんばの日 SDGｓキッズチャレンジ 主催：御殿場市 共催：御殿場SDGsクラブ

日時：６月12日（木） 会場：尚空塾道場 参加者：60名

チェコ共和国の空手家たちが、大阪万博のチェコパビリオンで演武を披露するため来日。その事前稽古と

して御殿場市へ訪れ空手キッズたちと合同稽古を実施した。

武道ツーリズム【空手】 主催：日本空手協会御殿場西支部 尚空塾
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主催：市スポーツ協会

日時：9月15日（月・祝） 会場：市陸上競技場、市体育館

誰もが楽しみながら運動できる機会を市民へ提供するため、スポーツ体験会、おのりんとあそぼう、体力測定会、走り方

教室などが行われた。（御殿場西高校、御殿場南高校が協力）

NPO法人御殿場市スポーツ協会創立70周年記念

スポーティフル御殿場2026～スポーツ感謝DAY～

日時：9月15日（月・祝） 会場：市体育館、市陸上競技場

御殿場高校の生徒さんが考案した「御リンピック」がスポーティフル御殿場と同時開催された。赤ちゃんハイハイレースや、木育に

ちなんだ種目などが行われた。

主催：静岡県立御殿場高等学校御リンピック 赤ちゃんからシニアまで 挑め！人生の金メダル

主催：日本・台湾親善ゴルフ交流実行委員会

日時：８月１８日（月）～22日（金） 会場：高嶺の森ゴルフクラブ、高嶺の森コテージ

台湾の子どもたち向けにゴルフによるサマースクールが企画され、芹沢信雄プロによる

レッスンや日台青少年ゴルフ交流会が行われた。また、農業体験や太鼓演奏体験も行われた。

日本・台湾・体験型サマースクール（ゴルフ）

日時：8月9日（土） 会場：市体育館 アリーナ 参加者：約65名

令和7年6月にパートナーシップ協定を締結してから、初のバレーボール教室の開催。小学生を対象に行われ、

現役選手11名の直接指導のもと、大盛り上がりの教室となった。

第4回東レアローズ静岡ジュニアバレーボール教室 主催：市バレーボール協会、

市体育館
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日時：2026年2月21日（土） 会場：御殿場市体育館 参加者：60名

障がいの有無にかかわらず、誰もがスポーツを楽しみ、家族や仲間との交流を深めることを目的として

実施された。

第4回わくわくボッチャフェスタ 主催：御殿場市 主管：御殿場市スポーツ推進委員会

日時：2026年2月23日（月・祝） 会場：高根中郷館 竜良ドーム 参加者：50名

小学生からシニア層までの幅広い年代の市民が参加。参加者の皆さんはみるみる上達をし、自然と作戦

を話し合う姿も見られた。「誰でもすぐできるスポーツ」としてモルックの良さが広まった体験会で

あった。

モルック体験イベント 主催：NAKA-Möl Gotemba

日時：2026年2月19日（木） 会場：静岡県立御殿場特別支援学校 参加者：15名

NAKA-Möl Gotembaのメンバー4人が外部講師として、御殿場特別支援学校の授業に参加した。最初

はなかなかうまくモルックを投げられなかった生徒たちだったが、あっという間に上達していた。

アダプテッドスポーツ授業『モルック』 主催：静岡県立御殿場特別支援学校

アスルクラロ沼津 御殿場市・東伊豆町サンクスサポートデー
主催：アスルクラロスルガ株式会社

日時：10月19日（日） 会場：愛鷹広域公園多目的競技場 入場者数：4,169名

モルック体験ブースを出展。試合前には市長挨拶やキックインセレモニーを実施し、会場を盛り上げ

御殿場市をPRしました。
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日時：2026年３月14日（土）、15日（日） 会場：御殿場市体育館

来場者：延べ 2,200名

プロアスリートも参戦するフットサルの国内最高峰の大会が開催され、県外から多くの来場者が

あった。市内企業者様のご協賛をうけて、来場者に対し数量限定で観戦者用クッションが配布された。

全日本フットサル選手権大会開催 主催：（公財）日本サッカー協会

日時：2026年3月6日（金）

会場：原里中学校体育館・グラウンド 参加者：中学3年生・陸上部員1～2年生

原里中学校卒業のプロランナー吉田響選手が講演会と技術指導を行った。今までの経験やストレッチ

の実技を交えた講演会で、生徒たちも真剣に講演を聞いていた。また、技術指導では陸上部員と楽し

そうに接し、トレーニングをする姿が見られた。

プロランナー吉田響選手 講演会・技術指導 主催：原里中学校

日時：2026年2月27日（金） 会場：御殿場小学校 参加者：25名

御殿場小学校では、３年生の総合学習「名人に学ぼう！」の一環として、NAKA-Möl Gotemba の

メンバーを招き、市内で普及が進んでいるモルックを体験し。当日はモルックのほか、走り方教室

やダンス、けん玉など、地域の名人を招いた学習が行われた。

御殿場小３年生総合学習 モルック体験 主催：御殿場小学校

日時：2026年2月23日（月・祝） 会場：御殿場市体育館 参加者：250名

御殿場西高等学校空手道部と泊親会で合同稽古を実施し、御殿場西高等学校の稽古を受けようと全国

の小中学生が集まった。

御殿場西高等学校×泊親会 合同稽古【空手】
主催：泊親会清水

共催：御殿場西高等学校空手道部
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富士スピードウェイ㈱

『モータースポーツ振興・地域活性化等に係る連携協定』締結

富士スピードウェイ㈱の事業活動を契機に地域との相互連携と協働を推進し、地域における

モータースポーツの振興と地域活性化を図ることを目的として連携協定を締結した。

スポーツ関係団体との連携協定

東レアローズバレーボールクラブ静岡

『スポーツを通じた地域づくりに関する連携協定』締結

この協定は、スポーツの振興やスポーツを通じた地域づくりを進め、持続的な地域の発展

に資することを目的として連携協定を締結した。

ベルテックス静岡

『スポーツ交流によるまちづくりに関する連携協定』締結

スポーツの振興やスポーツを通じた地域づくりを進め、持続的な地域の発展に資する

ことを目的として連携協定を締結した。
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静岡ジェード

『スポーツ通じた地域づくりに関する連携協定』締結

この協定は、双方の協働による活動により、地域の発展の寄与することを目的としている。

スポーツ関係団体との連携協定

PARK CLCLING TEAM

『自転車を活用した地域振興に関する連携協定』締結

この協定は、地域スポーツの振興、青少年健全育成、交通安全教育を体系的に推進すること

を目的としている。

これまでの協定を締結したスポーツ関係団体

アスルクラロ沼津、High Ambition 2020 jp.（自転車）、フジ虎ノ門グループ、

清水エスパルス、静岡ブルーレブズ、株式会社日本レースプロモーション（モータースポーツ）



12

御殿場自転車活用推進計画及び御殿場市自転車活用ネットワーク計画 策定

自転車に関する本市を取り巻く社会情勢の変化に総合的に対応するため、国や県の計画を勘案し、本市の実情に合わせた自転

車の活用の推進に関する施策を定めた計画を策定しました。あわせて、自転車の通行空間を確保するため「自転車ネットワーク計

画」を策定しました。

将来像「つながる、ひろがる、サイクルシティ御殿場」

【 計 画 の 柱 】

① 観光・スポーツ ～サイクルツーリズム・スポーツ～

本市の有する文化・自然資源を自転車で出楽しめる環境を創出し、交流人口の拡大や滞在型観光への転換

を目指します。

② 安全・安心 ～交通安全教育・啓発・自転車整備～

自転車を安全・安心に利用できる環境を創出し、交通安全意識の向上や定着を目指します。

③ 裾 野 拡 大 ～日常的な自転車活用の推進～

自転車を日常生活で気軽に利用できる環境を創出し、市民の健康づくりや生活の利便性向上、利用習慣の

定着を目指します。

④ 利用環境整備 ～安全快適なインフラ整備～

安心かつ快適に自転車を利用できる環境を整備し、日常的な利用の促進や移動環境の充実を目指します。

その他
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この他、スポーツタウン御殿場推進協議会を構成する団体の皆様のなかでもスポーツに
よる交流が行われました。

・市内小中学校では ・・・プロランナー吉田響選手との交流（朝日小学校）

・市内高校では ・・・市内中学校と高校部活動同士の交流・御高キッズパーク など

ご寄附

・市内神山のスギハラ工業株式会社様より、本市のスポーツ振興のため以下のご寄附いただきました。

ジュニア用サッカーゴール・ネット２組、フットサルゴール・ネット１組、ベンチ２２台

・企業版ふるさと納税としてスポーツタウン御殿場の活動に対し、昭和設計株式会社様から100,000円のご寄附をいただきました。
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